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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歯ブラシの収納具に出し入れする不便性を解消
した保管具を提供する。
【解決手段】歯ブラシ６の取手部先端の穴５に開閉式結
合具４を介して伸縮自在な帯状且つバネ状のストラップ
３を設け、更に前述のストラップの反対側先端部に結合
具２を介した吸着盤１を設けたことで、吸着盤１を洗面
台の鏡面などの平らな場所に貼り、歯ブラシを宙ぶらり
んに保管することができ、また、歯磨きの際には、前述
のストラップ３が伸びることで、開閉式結合具４に装着
したまま歯磨きができるという利便性がある。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　歯ブラシの取手部先端の穴に装着可能な開閉式結合具を伸縮自在な帯状且つバネ状のス
トラップを設け、更に前述のストラップの反対側先端部に結合具を介した吸着盤を設けた
ことを特徴とする歯ブラシ保管具。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本考案は、歯ブラシの保管具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　従来の歯ブラシの保管は、保管ボックスが一般的であり、保管ボックスにおける歯ブ
ラシ用の穴が小さくて、出し入れしづらい等の不便性があった。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
従来の歯ブラシの保管具は、歯ブラシの出し入れをしなければならなかった。バネ状スト
ラップの両端にそれぞれ吸着盤と歯ブラシを装着できる開閉結合具を設けることで、前述
の問題点を解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　　　本考案は、歯ブラシ（６）の取手部先端の穴（５）に装着可能な開閉式結合具（４
）を伸縮自在な帯状且つバネ状のストラップ（３）を設け、更に前述のストラップの反対
側先端部に結合具（２）を介した吸着盤（１）を設けたことで問題点を解決している。
 
【考案の効果】
【０００５】
　　　上述のように、歯ブラシの取手部先端の穴に装着可能な開閉式結合具を伸縮自在な
帯状且つバネ状のストラップを設け、更に前述のストラップの反対側先端部に結合具を介
した吸着盤を設けた本歯ブラシ保管具において、開閉式結合具に歯ブラシを装着し、前述
の吸着盤を洗面台における鏡面や平面に貼り付けることにより、洗面台と歯ブラシが保持
され、また、歯磨き時にも伸縮自在な帯状且つバネ状のストラップが伸びることにより、
同様に保持される。歯ブラシの保管時はこのストラップ縮むことで宙ぶらりんの状態で保
管される。なお、本考案の歯ブラシの保管具は、穴の開いたものであれば、すべてのアイ
テムにおいて利用が可能である。
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）
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【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
　　　伸縮自在な帯状且つバネ状のストラップ（３）の長さ及び強度は、歯磨きの際に吸
着盤（１）が剥がれず且つ違和感が少ない方が、また帯状且つバネ状のストラップ（３）
は合成樹脂性の方が複数の本考案伸びる歯ブラシを使用する際に互いにからみあわなくて
望ましい。
 
【実施例】
【０００７】
以下、添付図面に従って一実施例を説明する。１は合成樹脂材よりなる吸着盤であり、こ
の吸着盤を洗面台の鏡面に自分の肩の高さぐらいに貼る。２の金属や合成樹脂からなる結
合具を介した３のストラップが吸着盤から垂れ下がり、その先端に結合した４の開閉式結
合具に歯ブラシを装着する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本伸びる歯ブラシの斜視図である。
【符号の説明】
【０００９】
　　　１　吸着盤
　　　２　結合具
　３　伸縮自在な帯状且つバネ状のストラップ
　４　開閉式結合具
　５　歯ブラシの取手部先端の穴
　６　歯ブラシ
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